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これまで，体育部では「対話するからだ」（自己－他者－モノとの関係を見つめ，各々との関係の中で

互いに影響を及ぼし合いながら，自己の在り様を自らの意思で創造・成長・変化・維持させていこうと

するからだであること・なっていくこと。）に着目して，研究を重ねてきた。体育部会では，この「対話

するからだ」が「学びをあむ」子どもたちにとって，土台となる身体観であると考え，本テーマを設定

している。（お茶の水女子大学附属小学校（2022）1)） 
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「対話するからだ」である・なっていくためには，自分のからだと向き合い，自分のからだを知るこ

とが重要な視点である。体育の学びにおいては，実際に運動することを通して，自分のからだと他者や

モノとの関係に気づいたり，他者やモノから働きかけられて自分のからだの状態に気がついたりするこ

とが起こる。運動を通して自分のからだの「感じ」を自覚し，

自分のからだを知り，自己を更新していく営みを，体育の学び

における「メタ認知スキル」が発揮されている場面と定義する。

この体育における「メタ認知スキル」を支えるのは，運動経験

をふり返る内省的行為である。津村(2014)は内省的実践家の体

験学習法の学びのステップを「体験−指摘−分析−仮説化」と定義

する２）。図１は，「やりたいこと」に向かって，学びのステップ

のサイクルを回しながら，自己を更新していくプロセスを表している。例えば，障害物を跳び越すとい

う運動であれば，障害物に触れずに，障害物の向こう側に移動できること（体験）によって，思い通り

に自分のからだを操作し，障害物を跳び越えることができたのかを知ることとなる（指摘）。また，障害

物を跳び越える瞬間の「感じ」がからだに残り，その「感じ」から，どのように地面を蹴って障害物を

跳び越えたのかを知ることとなる（分析・仮説化）。そしてまた新しい「体験」へと向かう。こうしたア

セスメント情報を，繰り返し取り組んだり自分で意識を向けたりすることで獲得し，自分がどのように

動いているかを自覚するようになる。さらに，これら一つ一つの経験を通して，自分のからだに起こっ

た変化や感じ，他者やモノからの情報によって問いが浮かび，興味をもって試行錯誤したり，さらに自

分のからだを知ろうとしたりするようになると考える。 
また，からだを媒介として，他者と協働的に学んでいくことも「対話するからだ」である・なってい

くために重要な視点の一つである。自己を知るためには，他者を知らなければ自己の輪郭は見えてこな

い。自分以外である他者の存在が，自分とは何かを知らせてくれる。自分では気づかない自分の有り様

に気づかせてくれる。先ほどの障害物を跳び越える際の運動を用いて考えるならば，自分の跳び越し方

を客観的に知らせてくれる他者や，同じ障害物を跳び越す際の体感を共に語る他者の存在によって自分

のからだを顕在化できることもあるだろう。自分なりのからだが感じている「こつ」が他者に当てはま

らないこともある（逆に当てはまることもある。）。互いのからだを媒介にして自己のアイデンティティ

に気づき，より自分を知ることにつながっていく。こうした他者との感覚のすり合わせ（フィードバッ

ク）により，「メタ認知スキル」が発揮されるとともに「社会情意的スキル」が発揮され，さらに学びが

深まっていくことが予想される。 
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昨年度は，子どものからだを通した対話の姿をみとろうと努め，そのみとりをもとに，一人ひとりの

子どもが運動を通して自己－他者－モノとのよりよい関係づくりをすることにかかわる教師のあり方を
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ᶍ⣴してきた。子どもの運動ୡ⏺における関係づくりに目を向け，子どもたちの学びを関係からとらえ

ることで，より深い子どもの⌮ゎにつながるとともに，子どもの運動ୡ⏺の意味を見ฟすことができた

という実感がある 1)。年度は，子どもが自分にとっての運動ୡ⏺の中で，どのように自己をホ౯し学

びを㐍めているのか，どのように子どもに「かかわる」ことが「いま・ここ」での教師のよいかかわり

なのかを見ฟさなければならない。学習者である子どもをホ౯体としてとらえながら教師はどのよう

な❧ち⨨で，子どもの学びにかかわっていけばよいのだろうか。教師は協働行為者として共に学ࡪ同

ᙧの存在として，自己－他者－モノとをつなࡄᙺをᢸうきだろう。しかし，そのためのかかわり方

には，かかわらないというかかわり方もྵ意していることを教師はᛕ㢌に⨨くᚲ要がある。 
そこで，年度は，以ୗの視点にもとづき，研究を㐍めてきた。 
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� Earl（2013）は「子ども自身が自らの᭱㧗のホ౯者」㸱）となるために，学習としてのホ౯の重要ᛶを

㏙ている。また，小㔝ら（2018）は自分の学習をモࢽターし，自己ㄪᩚできるホ౯体に育てるため

には，当↛ではあるが，学習の⠇目に行うホ౯のみでは༑分であり，そのホ౯⤖ᯝをもとに，ᖖにき

め⣽かい学習指ᑟを行うことも大ษであろう。すなわち，「学習のためのホ౯」という考えをໟྵした「学

習としてのホ౯」が重要である㸲）と㏙ている。このように学習のホ౯を子どもたちににጤねるわ

けではない。教師も学習者から見た共に学ࡪ௰間として，ホ౯ά動を行なっていく。その自己ホ౯と他

者ホ౯のすり合わせにより，自己ホ౯⬟ຊが㧗まり，自らの学びを自己ㄪᩚしながら自ᚊ的に学ࡪ学習

者を育んでいきたい。 
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� 子どものためにと思い，子どもにኌをかける場面を教師であれば一度は経験したことがあるだろう。

しかし，ၿ意から⏕まれる㐣な子どもへの一方的な指ᑟは，子どもの思いを台↓しにしてしまうこと

になりかねないのではないだろうか。ఀ⸨（2021）は，「┦ᡭのために何かをしているときであっても，

自分が❧てたィ⏬にᅛᇳせず，ᖖに┦ᡭがධり㎸めるようなవⓑを持っていること。それは同に，自

分が変わるྍ⬟ᛶとしてのవⓑでもある㸳）」と㏙る。子どもの㇏かな育ちを㢪うなら，教師がィ⏬し

たᤵᴗの㐨➽にᅛᇳするのではなく，子どもの思いにഴ⫈し，子どもの思いをாけること，そういった

「子どもにとっての意味を᥈究していく教師」のあり方が問われる。学習者である子ども自身が自分の

したいことに向かって㑅ᢥできるということ。その中で，教師は子どもが何をしたいのか，何をᴦしん

でいるのかをゎ㔘できなければ，子どもにとって意味のあるかかわりができないのではないだろうか。

教師は子どもの学びの関係の中に㣕び㎸み，子どもにഴ⫈しながら共同体

の学びのಁ㐍を㢪い，共に考えていく（図２）。その中で，教師の意見が᥇

用されない場合もあっていいだろう。むしろ，自己をメタ的にᤊえ，「い

まは㐪う」と認知できるのは，「メタ認知スキル」が発揮されているとと

もに，自己の中でアセスメント情報を取ᤞ㑅ᢥし，学習を㐍めているとゝ

えるのではないだろうか。 
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� が大ษであること，目の๓で人がಽれていたらຓけるもの，こういった当たり๓に思えることにつ

いてಖ学習で取りᢅう際，「やっࡥり大ษだね。」と☜認するだけでは，子どもたちにとって意味のあ

るά動になるとはゝい㞴い。実際に自分の目の๓で人がಽれていたらどうするのか，自分に何ができる

か，どんな人でもຓけるきなのか，ල体的な場面やᢳ㇟的な問いについて話していくことで，「自分に

は何ができるのか。」，「自分は何かするきなのか。」と自身の中に┿ṇの問いが⏕まれてくる。この⏕

成された問いについて，自分（たち）で考えていくプロセスがこれからのಖ学習にはᚲ要ではないだ

ろうか。そこで，ಖ学習にてつがくをかけ合わせることで，知って⤊わりにしない自分になるಖ

学習のあり方をᶍ⣴していく。 
以ୖ㸱点について，ḟ㡯から⥆く子どもとの実践を通して考ᐹを試みたい。 
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「えらんでさࡄる」は，教師が設定した㐟び場（┿１）

で，子どもたちが興味・関ᚰのある場を㑅んで㐟ࡪ間で

ある。㐟び場はに，跳ࡪこと，バࣛンスをとること，Ⓩ

ること，㣕び㝆りること，㑊けて㐍むこと，₈ࡄこと，で

ᵓ成した（ヲしくは動⏬ཧ↷）。どの運動も，どうすれば成

ຌかをわかりやすいものにした。ከ様な㐟び場の中で自身

の興味がく㐟びを㑅び，思う存分㐟ࡪ中で得たからだへの気づきを大ษにしてほしいと考え，この㐟

び場をデࢨインした。
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ึめ，㸿ඣは‶㐢なく㐟び回った。௰のⰋい㐩と一⥴に㐟び場を

回る㸿ඣは，そのうち，跳ࡪ㐟び場が気になったようだった。᭱ึは

ンプして，୧㊊着地でపいࣕࢪຓ㉮して∦㊊でࡄに対してまっす࣒ࢦ

࣒ࢦを跳び越えていた。㐩も一⥴になって跳びながらᑡしずつ࣒ࢦ

の㧗さをㄪ⠇して㐟んでいる。そこで⚾は，㸿ඣたちに，Ⰽ々な跳び

方があるよとఏえた。すると何ྡかがローࣜンࢢするようなᙧで࣒ࢦ

を跳び越えようした。㸿ඣもึめてここでローࣜンࢢしながら跳び越

していた（┿２）。そのうち，他の㐩が㐪う場へ移動しても，㸿ඣ

はまだ跳んでいる（ୗグはこの᪥の㸿ඣのふり返りのグ㏙である）。

ձまず，あのマットを㣕んだ。ࣜࢠࣜࢠでᝰしかったがりษれなかった。そのᚋ，࣒ࢦを㣕んだ。

瞬発ຊがᑡ々あるので，それなりにవ⿱があった。（ཎᩥママ）

� ḟの᪥は᭱ึ，ⓏりᲬに取り組んでいた。ᚋ༙になると，跳び越える㐟び場にㄏわれるᙧで，୧㊊跳

㌍で跳んだり，ローࣜンࢢしながら跳んだりして，何度も跳び越しጞめた。そのうち，㧗さをどんどん

㧗くしていき，跳び越えられない㧗さになると，「どうしたら跳び越えることができるのか」というㄢ㢟

が⏕まれ，自分のからだをどのように動かせばよいか自己と対話しているように見えた（ୗグはこの᪥

の㸿ඣのふり返りのグ㏙である）。

ղ᪥は，ⓏりᲬにⓏった。ஂ々であったが，よくⓏれた。⭎ຊ，⬮ຊがあれば，ᑡなからずⓏれる。

あとは気合。で，��� のバーを㣕んだ。意外にきつかった。それを㣕ぼうとすると，㢌からになっ

てしまうからなお㞴しかった。でも，なんとかᶓから㣕ࡪことがฟ᮶た。（ཎᩥママ）

୕᪥目は᭱ึから跳んでいた。᭱ึは㐩と人で取り組んでいたが，㏵中からは一人になった。そ

れでも，跳ࡪことにክ中だ。何度も跳んでいる。また，ຓ㉮して跳㌍すると思ったらṆまり，ᘬき返す

場面などもあり，ຓ㉮が⌮想的ではなかったようだ。この᪥の自身のからだへの分析は᫂⣽に᭩かれて

いた。

ճ᪥も࣒ࢦバーを㣕んだ。ひとまず，᭱㧗グ㘓の ��� を㉸えるため，��� を目ᶆに㣕んでいる。

しかし，㸳のᕪがとても㧗く，ࣜࢠࣜࢠで㣕ない。自分的に当たっているなところが，⭜の

あたり，ኴ⭣，⭸，㊊先が当たる。⭜や，ኴ⭣は，㧗く㣕ればなんとかなりそうではあるがそれ

が㣕ࡠがあり，㣕ても，⭸や，㊊先�つま先�が当たってしまう。おそらく⭸や㊊はなんとか

ためにはᕥ㊊が得意なことがわかったࡪンとఙばせばなんとかなるかもしれない。更に，㧗く跳ࣆ

ので，なんとかうまいල合にᕥ㊊から㣕ࡪことができるように研究・考ᐹしていく。おそらく，㣕

んでから，ᨺ物⥺をᥥいて㣕んだ場合，ᡭや体，㢌がバーを越えるときに一␒ୖに㣕んでる，また

はࣜࢠࣜࢠで体が当たるか当たらないか⛬度に㣕れば㣕び越えられるかもしれない。（ཎᩥママ）

༢ඖ⤊┙，㸿ඣがክ中になって跳んでいると，࿘りの㐩が，「すࡈっ」，「やばっ」と感想を㏙た
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り，「ねえ，どうやって跳ࡪの㸽」と⪺いてきたりする。同じ㐟びをしている子に，⚾も「㸿ඣに⪺いて

みたら㸽」「㸿ඣくん，あの子に教えてあࡆたら㸽」とኌをかけた。㸿ඣは，実際に跳んで跳び方を見せ

る。度は自分のからだが他者から見られていることを考えながら跳び越していった。以ୗは２回分の

ふり返りのグ㏙である。�

մ回で ��� を㣕ࡪことがฟ᮶た。わかったのは，ひとまず᪩めに㣕んで，㣕ࡪときには⫼をୗに

して㣕ࡪと㣕る。᭱⤊的に，��� まで㣕るようになった。（ཎᩥママ）�

յ回も㣕んだ。しかし，��� は㣕なかった。ただỀ先⏕から㣕ࡪ人に㣕び方の指༡をしてあ

た。もし，ḟ回が㸱学ᮇにあるのならࡆときにᑡ々教えてあࡪてとゝわれたので，㣕ࡆ ��� まで

㣕るようになりたい。（ཎᩥママ）�

ճ 㸿ඣࡢ࡚ࡗ⮬ᕫホ౯ࡢព�

༢ඖが⤊したᚋ，㸿ඣに自己ホ౯（ふり返り）についてインタࣗࣅーを試みた。�

մ 㸿ඣࡢᏛࢆࡧᩍᖌࡿࡵࡘࡳࡀ�

᭱ึの㡭の㸿ඣは様々な㐟びをしながらも，興味のある㐟びを見つけた。跳んでいるうちに，跳ࡪこ

とがᴦしくなり，もっと㧗く跳びたいと思うようになった。その中で，思い通りにいかないわたしの

「からだ」が❧ち⌧れた。からだと場との関係の中で，どのようにからだを動かしたらいいのかを意識

した⤖ᯝ，からだの感じをことばにするᚲ要がฟてきた。自分のからだの動きをことばにしようと，考

え，実践し，ふり返り，実ドすることを繰り返すことで，跳るかどうかのୡ⏺にἐධしていった。こ

のように自己ホ౯しながら，自己の動きをಟṇし，動きを変化させている。そのうち，㐩に自分の動

きを見せたり，ことばでఏえたりするά動がさらに自分のからだをᤊえるきっかけとなっていった。⤊

┙では，意識せずからだを動かすことができるようになったことで，ճほど᫂⣽にからだの感じをこと

ばに表すᚲ要がなくなっていったのだ。�

㸿ඣは自己をふり返り，ホ౯しながら自らの学びを㐍めている。自分のやりたいことに向かって，ᚲ

要にᛂじからだの感じをグ㘓しながら，グ㘓する行為そのものさえ学びであると実感していた。ありの

ままに，自分のしたいことを中ᚰに自分のために学ࡪ。そのために自己をふり返り，ホ౯しながら学び

を㐍めていく。そこに，教師の᱁けのようなホ౯はᚲ要なのだろうか。�
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「けってあそࡪ」は，「࣎ールを蹴ってᴦしむ」ことを中᰾として，子どもたちが㐟びを創りฟすこと

や経験してきたά動に取り組む中で，自己−他者−モノとの関わり合いからどうすればもっとᴦしくなる

かと自らの学びをㄪᩚしながら，からだへ気づきがಁされていくことを㢪い設定した。�

㹒�どうしてこのように自分のからだをふり返っていったの㸽（㸿ඣのグධしたふり返りを見ながら）�

㸿�᭱ึの㡭は‶㐢なくやっていて，㏵中から跳ࡪのᴦしいなって。それで「どんどん㧗く跳びたいな」

ってなっていった。㏵中，跳たのことを「ᛀれないうちに᭩こう」って思って᭩いた。᭩いてい

るうちに跳んでいるのことを思い返してⰍ々気づいてきてたくさん᭩いた。自分のからだのどこが

当たっているのだろうかとか。それで問㢟点がわかってきてじࡷあどうしようって感じで。もっと㧗

く跳びたいって思って᭩いた。�

㹒�㸱回目だけどうしてこんなに᭩いてあるの㸽�

㸿�自分なりに気づいたことを᭩いたら，᭩かなくてもわかるのでそこからは᭩かなかった。ᛀれたら

ᚋから見返せるし。ここで学習できたんだと思う。๓回やったことが一目でわかる。�

㹒�ㄡかに教えることはふり返りに影響があった㸽�

㸿�教えることで，他の自分とは他の人の㐪うḞ点が見えてくる。「自分はどうかな」とふり返る。教え

る人を見て成長できるから，あった。�

㹒�ふり返ることについてどう思う㸽�

㸿�ふり返りはᚲ要。ありのままに「こうしよう」と思って学る。ありのままが残せるので，それを

㋃まえて成長できる。点ᩘとかがあると点ᩘをୖࡆることにᘬっᙇられちࡷう。〔められてఙびる場

合もあるけど，「〔められたい」が先にあると，なんか㐪くて。もちろん〔められたいんですけど。

自分でやったそのままの成長がฟる。こうなりたいからこれをやる，みたいに。自分で自分を〔める。

「〔められたい」ではなく，自分で自分をఙばしたい。そんな感じ。�
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この気づきとは，ゝⴥでこつや࣏イントを表⌧するというよりは，࣎ールを蹴るという㐟びの感覚を

味わいながら，様々な蹴る感じを獲得していくことである。つまり，࣎ールを蹴る感じを᥈究しながら，

自らの学びを創りฟしていく姿をᮇᚅして学習をデࢨインした。

ղ「けってあそࡪ」に向き合う子どもと教師のᒚṔ

࠙࠙学学習習ののははじじめめࠚࠚ�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

まずは，テーマをもとに，やってみたいことやᴦしそうなことを自⏤に取り組んでみることを່めた。

様々なᴦしみ方を見つける自⏤な場と✵間をಖドすることで，じっくりと自分の学びを❧ちୖࡆてほし

いと考えたからである。このことにより，「まずはᴦしそうなことをやってみよう」という感じで様々な

ά動を❧ちୖࡆたり，ಟṇしたりする子どもたちの姿につながったととらえている。また，教師はその

様子からㄡとㄡが一⥴にά動をしているのか，どの㐨ලをってどんなおもしろさを感じているのか，

ά動の意味をゎ㔘することもᚰがけた。このような教師行動の意図は，子どもたち一人ひとりがその子

なりの学びを創りฟしてほしいという㢪いや，「いま・ここ」で起こっていることをᩥ⬦的にゎ㔘するこ

とで，学びを支えるタイ࣑ンࢢや方法が見えてくると思ったからである。

࠙࠙学学習習のの中中ࡈࡈろろࠚࠚ�

�

�

�

�

�

�

�

㹁ඣのά動の際に，࣎ールがᚋろに跳んでいくことがあった。࣎ールのࢥントロールのຠかないこと

㹀ඣと㹁ඣは，他の子をྵめ㸱人でά動をጞめた。ࣁードルを⨨いて

その間を通して，その先にᗙっている子にࣃスをする㐟びを考えた。ࣁ

ードルを通してから向こう側にいる┦ᡭにࣃスをする㐟びである。

中々思うように┦ᡭにΏらず，ୖᡭくいっていないようだった。しか

し，蹴ることの㞴しさをᴦしんでいるように感じた。㹀ඣが蹴ったࣃス

が，㹁ඣにつながらないに㹀ඣは「ࣁ࢞ࣁ࢞」と大きなኌで➗ってい

た。

蹴ることの自⏤さをᴦしんでいる感じであった。ゝⴥにはしていないが，蹴り方のᙉさやゅ度を感覚的にㄪ

ᩚしているようにも見えた。しばらくすると，ࣁードルを外して࣎ールを蹴ることにしていた。おそらくࣁード

ルを外すことで，ᑡし᫆しくなると考えたのだろう。┦ᡭのいる方向へと┿っ┤ࡄ蹴ることを何度も繰り返して

いた。また，自分の❧つ⨨を変えてゅ度を変えてࣃスをするなど，ά動をㄪᩚしていた。

他のඣ❺は，様々な㐨ලをฟしての的当て，┦ᡭにࣃス，ᩘྡでのࢤー࣒を行っている様子が見られ，自分な

りのᴦしみ方で学びを❧ちୖࡆていた。

学習が㐍むにつれて，㹀ඣと㹁ඣは，ู々のά動を行うようになった。㹀ඣは，他の子と２人の間に的を⨨い

て，「せーの」のタイ࣑ンࢢで࣎ールを蹴り，的をಽすことを行うようになった。的に当てるだけでなく，同じ

タイ࣑ンࢢで蹴ることで，㞴しさをຍえているように見られた。「せーの」で蹴るタイ࣑ンࢢが合わなかったり，

的とは㐪う方向に࣎ールが跳んだりしながらも，何度も繰り返してᴦしんでいた。

㹁ඣは，ᑡし㧗いᡤに的を⨨いて，蹴るά動を行っていた。㧗いᡤに的があるので，࣎ールを地面に⨨いたま

まだと࣎ールが浮かずに的に当てることが㞴しいようだった。しばらくすると，ᡭで࣎ールを持ってから蹴りฟ

すඣ❺が⌧われた。㹁ඣも，それを見ながら࣎ールを持って蹴りฟすようになった。

ᡭで࣎ールを㞳すタイ࣑ンࢢで蹴るので，それが㞴しいようだったが，

ୖᡭく㊊に当たれば࣎ールが浮くようになり，的に当たるようになってい

った。他のඣ❺からの，アドバイスをもらったというよりは，他者の様子

を見ながら，自分なりに試していったように思われる。

他のඣ❺は，いわࡺるサッ࢝ーのようなࢤー࣒や，࣎ールを蹴って㏣い

かける㨣ࡈっこのようなά動がᒎ㛤されていくようになった。サッ࢝ーの

ようなࢤー࣒においても，バࣛンス࣎ールをったり，ࢦールのᖜを変え

たりして自分たちがᴦしめるルールをᕤኵしながら㐍めていた。

㹀ඣࠖࡍ㏻ࢆ㛫ࡢࣝࢻ࣮ࣁࠕ

㹁ඣࠖࡿ㋾࡚ࡏᾋࢆ࣮ࣝ࣎ࠕ
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をᴦしんでいるようにも見えた。教師は，一⥴にά動をしながら「どうやって蹴っているの㸽」「どうし

てᚋろに跳んじࡷったの㸽」とኌをかけながら，気づきがಁされていくことをᚰがけた。㹁ඣは㤳をഴ

，ールを蹴りฟすようになっていった。また，㹁ඣに問いかけた教師に他の子が「ここのね࣎ながらࡆ

ここに当てるといいんだよ。」㊊を触りながら教えにくる子が⌧れるようになった。㹁ඣは，ᶓ目でその

様子を見ながら蹴ることを繰り返していた。このような㐟びにክ中になりながら，からだをって試行

錯誤する㐣⛬に学びに意味があるのではないかととらえている。�

࠙࠙学学習習のの⤊⤊わわりりࡈࡈろろࠚࠚ�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

ճ省ᐹ�

教師は，ከくのά動をጤねながらも「蹴る感じを᥈究する学びになっているか」や「どのような関係

でά動が変化したのか，または一つのά動にこだわったのか」ということをᛕ㢌に⨨きながら，意味の

ゎ㔘や౯್けをしながら子どもたちにかかわってきた。には，共にά動を行いながら，子どもが味

わっているୡ⏺にᾐることや，ルールやά動が変化したことについて，なࡐそうなったのか意味を᥈究

していくことをᚰけてきた。このような教師行動が，�㹀ඣや㹁ඣのように࣎ールを蹴る感じをᴦしみ

ながら，自らの学びを創りฟしていく姿に⧅がったと考えている。その一方で，「もっと᪩くኌをかけれ

ばⰋかった。」「㐪うことを⫈けばⰋかった」とふり返ることもあり，ᖖにどのように子どもたちにかか

わっていくのか，ⴱ⸨を繰り返してきた。それは，教師も子どもと共に学びを創ฟする存在であるから

こそともとらえている。ᚋも，子どもにとっての意味を᥈究する教師ീについてᶍ⣴をしながら研㛑

していきたい。�

㸦㸱㸧ಖ�࡚࠸࡞ࡋࡾࢃ⤊࡚ࡗ▱ࠥࡃࡀࡘ⮬ศࡿ࡞ಖᩍ⫱ࡾ࠶ࡢ᪉ࠥ㸦㸳ᖺ⏕ࠕᚰ⫵⸽⏕ 㸧ࠖ�

ձ༢ඖ࡚࠸ࡘ�

本校では，ẖ年 �� ᭶に㸳年⏕を対㇟に㜵⅏カ⦎が行われ，ᾘ㜵⫋ဨから⬚㦵ᅽ㏕や㸿㹃㹂のい方に

ついて学んでいる。知識やᢏ⾡を中ᚰに習得する༢発のㅮ習では，何となく自分でもຓけられるかもし

れないという一ḟ的な自己有⬟感が㧗まるだけにとどまり，実際にをᩆう場面を想定し，自分とし

ての実感を持たせることは㞴しいのではないかと考えている。そこで ���� 年度からは㜵⅏カ⦎ᚋ，さら

にᚰ⫵⸽⏕法を学んだᚋに，問いをもとに，てつがく対話を行っている。てつがく対話を取りධれるこ

とにより，を大にするᚰや人を思いやるᚰを育み，また社会に⏕きる一ᕷẸとして自分で考え，

ᑗ᮶にわたって問い⥆ける子どもになってほしいと㢪っている。�

年度は，本実践を行う๓に，人のをᩆうためには何がᚲ要�大ษ�だと思うか，目の๓で人がಽれ

学習が⤊┙になってくると，自己とモノとのやりとりよりも人ᩘや࣎ール，ࢦールのᖜをᕤኵしたࢤー࣒を

行う他者とのやりとりが体にቑえていった。�

㹀ඣは，他の子と２人で࣎ールを㏣いかけてዣい合う㐟びを行っていた。㹁ඣは，２対２での㸲人でࢤー࣒

を行うようになった。㹁ඣの学習のふり返りの発ゝでは「᭱ึは，的当てをしたんだけど，ᚋ༙は㸲人でサッ

ーのルールはくわか࢝ーみたいになって，㸲人はサッ࢝ーをしたら，ちびサッ࢝ーしようとなって，サッ࢝

らなくて，で，ࢥーンを㸲つ⨨いてただࣗࢩートすればⰋいという㢼にして㹂さんと㹃さんのࢳー࣒が᭱ᙉで，

≉に㹂さんが᭱ᙉでᙉかった。」と語っていた。㹃さんがᙉかったということもあってか，ࢤー࣒の様子を見て

いると，ᢡࢢッࣃーでࢳー࣒をධれ᭰えていた。ࢳー࣒のᵓ成を変えながら，ࢤー࣒をᴦしんでいるようだ

った。�

そのḟの間は，㹁ඣが行っていたࢤー࣒に，㹀ඣがຍわっていた。どのようなὶれでࢤー࣒にཧຍするよ

うになったかは定かではないが，㹀ඣがຍわることでࢤー࣒のルールが変化した。はじめは，お互いのࢦール

を目指して得点をするルールだったが，ࢦールを１つにしてドࣜࣈルをしてࣗࢩートするルールになっていっ

た。ここでは，１つのࢦールにキーࣃーを⨨いて，得点をするというルールになった。サッ࢝ーなどのいわࡺ

るࢦールᆺのࢤー࣒をᴦしむというよりは，࣎ールを蹴る操作をᴦしむことの方がඃ先されたࢤー࣒に見えた。

㹀ඣも，ルールが変わっていったことで，新しいࢤー࣒にᴦしんで取り組んでいるように見えた。�
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ていたらどのような気持ちになるかについてアンࢣートを行

った。テキストマイࢽンࢢ㸵）による分析（スࢥアが㧗い༢語

を」ᩘ㑅びฟし，その್にᛂじた大きさで図♧される）を行っ

たところ，㸿㹃㹂やᚰ⮚マッサーࢪ（⬚㦵ᅽ㏕）など，ᚰ⫵⸽

⏕に関わるᡭᢏそのものについて回⟅した子どもがከかった

�図㸱�。また，目の๓で人がಽれていたら，どのような気持ち

になるかについては図㸲の通りである。✚ᴟ的に行動しよう

と思っても，やり方を間㐪えたり，ṇしくできなかったりする

かもしれないᏳな気持ちもఛえた。これは，子どもに㝈らず，大人でもᢪく当↛の感情である。それ

でも，ಽれた人がㄡかにとって，かけがえのない大ษな人だと気き，小学⏕の自分にもできることを

考えるためにᤵᴗをィ⏬した。

�

ղᏛ⩦ᣦᑟィ⏬㸦㸲㛫㸧

➨１ḟ�１間� ・㜵⅏カ⦎で学んだことをふり返りながら，知識を☜認する。

� � � � � � � � ・「見て見ࡠふりをするのはなࡐ㸽」ഐ観者ຠᯝͤについて説᫂
� � � � � � � � � ͤഐ観者ຠᯝ㸸ከくの他者の存在により，一人だと行われる行動がᢚไされる⌧㇟のこと。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � 㸱つの要ᅉがᢚไの状ἣを作る。ձ㈐௵分ᩓ ղከඖ的↓知（㞟合的↓知）ճホ౯ᠱᛕ

➨２ḟ�２間��

㸸１間目 に⬚㦵ᅽ㏕の方法 㸲人に１つ用いて

水のὶれを用した⬚㦵ᅽ㏕学習キット（ၟရྡ㸸ドックン。㐺ษな⬚㦵ᅽ㏕をした場合，２ࣜッ

トルの水を �分間でࣜࣞーする組み）を用いてᚰ⮚の働き�⾑ᾮᚠ⎔�と⬚㦵ᅽ㏕の方法を体験する。

㸨㸳年⏕のᖹᆒ体重（����NJ）の �� 分の１�⾑ᾮ㔞�と同じ㔞（���NJ）のバࢶࢣの水を１分 ��⛊で✵

のバࢶࢣに移動させる。� �

㸸２間目 に㸿㹃㹂のい方 㸲人に１つの㸿㹃㹂トࣞーࢼーと⸽⏕人ᙧを用いて� � � � � � � � � � � � � � �

➨㸱ḟ（１間）㸸問いをもとに「てつがく」しよう

２間のᚰ⫵⸽⏕の実習ᚋにも，人のをᩆうためには，何がᚲ要（大ษ）だと思うか，同じアンࢣ

ートを行ったところ，図㸳のようにຬ気や人をຓける気持ち，࿘ᅖの人と協ຊすること➼の回⟅がቑえ，

ຬ気と⟅えた子どもが༙ᩘ㏆くだった。また，➨㸱ḟで考えたい問いについてもアンࢣートを行った。

例年のഴ向として，「とは何か」のようなᢳ㇟的な問いを考える子どももከいが，回は一人ひとりが

実際のᩆຓ場面をイメーࢪするような問いを❧てた子どもがከかった。その中で，「どうすれば人をຓけ

ᅗ㸲㸸ᤵᴗ๓ࡢ┠ࠕࢺ࣮ࢣࣥࡢ๓࡛ேࡀಽࡽࡓ࠸࡚ࢀ㸪࡞࠺ࡼࡢẼᣢࠖࡿ࡞ࡕ

Q ����」ᩘ回⟅ྍ�

�人 �

ᅗ㸱㸸ேࡢࢆᩆࡵࡓ࠺ᚲせࡇ࣭ࣀࣔ࡞
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ようと思う気持ちがわいてくるか」と考えた子どもがいた。図㸳

にあるように，ຬ気が一␒ከくᣲがったため，気持ちの部分をຬ

気に変えて，対話を行うことにした。

「どうすれば人をຓけようと思うຬ気がわいてくるか」という

問いで，てつがく対話を行い，互いの考えや意見を⫈きあった。

以ୗは，あるクࣛスの対話の様子（ᢤ⢋）である。

ふり返りでは，「会ったこともないような人をຓけようと行動することはやっࡥり㞴しい。それでも行

動しないとなんにもならない。行動をするຬ気を持てるように᪥㡭からࣞࣕࢳンࢪ⢭⚄を大にしたい。」

「⚾が動くことにより，ຓかる人が１人でもቑえると思った。ᬑẁからຬ気をฟしたり，ᅔっている人

がいたらᡭఏったりして，もしものことがあっても大ኵなようにしたい。」「に関わること以外にも

ᅔった人がいたらຓけてあࡆたいと思う。」のように，᪥㡭から他者とどのようにかかわっていくかにつ

いてグ㏙する子どもがከかった。このように，ᩆฎ⨨という㐲い㇟のことを問うことを通して，身

㏆にいる࿘ᅖの人への思いやりや関わりについて考えられたことに意味があるのではないだろうか。そ

こからび，目の๓で人がಽれていたらどうするか問い，考え⥆けていける子どもになるように，教師

自身も「てつがく」し，働きかけていきたい。

㸱㸱� ᚋᚋ࡚࡚ࡅࡅྥྥ�

年度も「対話するからだ」を中ᚰに研究を㐍めてきた。研究の視点ձの自己ホ౯ά動では，子ども

たちは，自分のやりたいことに向かって，ᚲ要にᛂじて自らを自己ホ౯しながら学びを㐍めていること

がわかった。そこに，教師の子どもを᱁けするようなホ౯はᚲ要なのだろうか。むしろ，学習者であ

り，᭱㧗のホ౯体である子ども自身こそが自分のことをよくわかっているのではないだろうか。とは

いえ，教師はᚲ要なのではなく，研究の視点ղにもあるように，「子どもにとっての意味を᥈究してい

く教師」の存在として子どもたちにᐤりῧい，サ࣏ートしていくことがᚲ要な場合もあるだろう。研究

の視点ճの「ಖ�てつがく」では，ࣜ࢝キ࣒ࣗࣛの中ᚰに「てつがく」をとらえる本校のᙉみを⏕か

したಖ学習のあり方を発見できた。

ᚋは，自ら学びを㐍めるຊがある子どもたちが，「学校で体育をすることの意味」について体育部で

「てつがく」し，新しい「学校体育」のあり方をᥦしていきたい。

（Ụ部・⚄㷂・Ề）
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ᅗ㸳㸸ேࡢࢆᩆࡵࡓ࠺ᚲせࡇ࣭ࣀࣔ࡞

( δᲴџൢƬƯμᢿӷơƩƱ࣬ƏŵǍǒƳƖǌƍƚƳƍƳƬƯ࣬ƍƕƋǔƱᲦิƘŵ

6ᲴǈǜƳƸџൢǛਰǓƬƨኺ᬴ƸƋǓǇƢƔᲹฌ൦ƷᑈӨƔǒƼᨀǓǔൢਤƪưŵџൢƬƯƲƜƔǒิƍƯƘǔƷƔƶᲹ
)δᲴऀࣨǍɧܤƱƔƸƍǖǜƳǋƷƔǒЈƯƘǔŵဃƖǔƔƲƏƔɧܤưǋᲦưǋǍǒƳƍƱŵ
;ᲴƲƏǍƬƨǒџൢƷȐȭȡȸǿȸƕɥƕǔƷƩǖƏŵ

)δᲴᅶƸưƖƳƍƱ࣬ƏƱưƖǔŵ
*δᲴʴǛяƚǔџൢƸᲦஇࢸǑƘƳƬƯƘǔƜƱǛᎋƑǔƱЈƯƖƦƏŵ
+ δᲴʴƕ͂ǕƯƯǋᲦяƚƨǒяƔǔƔǋƱƔᲦႆᘙ˟ƱƔǍƬƯǈƨǒыƢǔƔǋƱ࣬ƑƹџൢƕЈǔƔǋŵ

,δᲴяƚƳƍǑǓᲦяƚƨ૾ƕշƼƕƋǔŵƦǕǛџൢƴƠƨǒŵ
-δᲴџൢƕิƔƳƍǑƏƴ࣬ƬƯǔƩƚưᲦΨŷʴ᧓ƸџൢƕƋƬƯᲦƨƩƦǕǛڳƛƯǔǋƷƕƋǔƔǒᲦƳƍǑƏƴज़ơǔ

ƩƚƳǜơǌƳƍƔƳŵ

)δᲴƦǋƦǋʴяƚƬƯџൢƕ࣏ᙲƔƳƬƯ࣬ƬƯŵƦǋƦǋ͂ǕƯƍǔʴƸᲦяƚǔƜƱƸ፯ѦƬƯƍƏƔŵ
.δᲴяƚǔƷƴџൢƬƯƍƏǑǓƔƸᲦȑȋȃǯƴƳƬƪǌƏŵџൢǑǓƸϬ᩺ƴƳǔ૾ƕٻʙƳǜơǌƳƍƔƳŵ
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